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秋田県のヒゲナガガ科（鱗翅目）
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 Adelidae (Lepidoptera) of Akita Prefecture

Kazushi Umetsu

１．はじめに

　ヒゲナガガ科の蛾類は，日本産の最大種でも開
長 25mm程度と小型であるが，オスでは前翅長の
２～４倍にも及ぶ長い触角を持つ特徴ある蛾類で
ある．成虫は昼飛性で金属光沢のある斑紋を持つ
種も多い．国内では３属 34 種が知られており（広
渡，2013），東北地方で県ごとにまとまっている
ものとしては，岩手県で 18 種（奥，2003）と宮
城県で 18 種（柳田ほか，2009，青木，2010）の
報告がある．秋田県内では，地域ごとの蛾類目録
の中にいくつかの採集例が含まれていた（佐々木，
1996，梅津・田中，1998, 梅津，2001，佐々木，
2005，高橋・梅津，2011）が，これらを合わせて
もこれまでに８種の採集記録が報告されているの
みであった．筆者は，自身の採集標本に加え，佐々
木明夫，田中政行両氏の採集標本，秋田県立博物
館に保管されていた高橋雅彌氏の採集標本を検討
したところ，19 種を見出すことができた．また過
去の報告の中に誤同定が含まれていたことも判明
した．この報告では，検討できた秋田県産ヒゲナ
ガガ科蛾類標本の全データを記録するとともに，
若干の生態的知見などを加えた．
　ここで報告する秋田県のヒゲナガガ科蛾類を岩
手県・宮城県と比較すると，ほとんどの種が３県
で共通している．相違があるのは，アトキケブカ
ヒゲナガ，クロハネシロヒゲナガ，ギンヒゲナガ
の３種だけである．アトキケブカヒゲナガは現在
のところ３県の中では秋田県だけで採集されてい
るが，比較的新しく記載された種であるため他県
ではこれまで記録されていなかったものと考えら
れ，同様に生息するものと推測される．宮城県で
記録されているクロハネシロヒゲナガは，宮城県
と新潟県が既知の北限である．秋田県と岩手県で
記録されているギンヒゲナガは，草原特有の種で

あるらしい．
　報告に当たり，標本を恵与してくださった佐々
木明夫，田中政行両氏に，心より感謝を申し上げ
たい．

２．採集地一覧

　市町村ごとに県北内陸，県北沿岸，県南沿岸，
県南内陸の順に配列した．各採集地名の後に東経，
北緯，標高を付した．
鹿 角市：甲岳台［140.8808E 40.4075N 670m］広森
川出合［140.9042E 40.3757N 390m］大湯小又沢
［140.8973E 40.2967N 270m］鎌柄沢［140.8408E 
40.1871N 400m］福士川［140.8158E 40.1865N 
220m］ 非 瀬 沢［140.8514E 40.1288N 290m］ 
居熊井沢［140.8494E 40.1158N 250m］老沢
［140.8183E 40.0292N 430m］夜明島［140.7228E 
40.0237N 520m］ 金 右 衛 門 沼［140.8112E 
40.0046N 750m］蒸ノ湯ブナ森［140.8138E 
39.9764N 1200m］後生掛［140.8016E 39.9755N 
1000m］
小 坂町：御鼻部山［140.8800E 40.5104N 1010m］ 
滝ノ沢峠［140.8107E 40.4874N 720m］大川岱
［140.8402E 40.4539N 410m］西ノ又［140.7485E 
40.4282N 460m］

藤 里町：釣瓶落峠［140.3234E 40.4360N 650m］
北秋田市：松栄［140 .4071E 40 .1451N 110m］ 
竜ヶ森［140.5996E 40.1037N 1040m］丹瀬沢
［140.5196E 40.0492N 190m］
上 小阿仁村：萩形［140.3126E 39.9245N 220m］
八峰町：水沢川上流［140.1270E 40.3942N 330m］ 
沼田［140.0183E 40.2648N 10m］

能 代市：小友沼［140.0691E 40.1780N 10m］
男鹿市：入道崎［139.7096E 39.9853N 110m］入
道崎の南 3.5km［139.7038E 39.9742N 50m］戸
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賀塩浜［139.7081E 39.9378N 80m］丸森の西
［139.7888E 39.9010N 180m］
秋田市：金足鳰崎［140.0658E 39.8168N 15m］
小 泉 潟 公 園［140.0669E 39.8164N 15m］ 湯
の 里 林 道［140.1861E 39.7886N 280m］ 仁
別 砥 沢［140.2327E 39.8080N 170m］ 藤 倉
［140.1987E 39.7883N 80m］ 山 内［140.1775E 
39.7881N 160m］大滝山［140.1632E 39.7792N 
100m］外旭川［140.1021E 39.7624N 10m］鶴
木台［140.1625E 39.7594N 40m］河辺大又沢
［140.4491E 39.7547 340m］岩見ダム［140.3429E 
39.7454N 150m］堂ヶ下［140.2160E 39.7024N 
30m］雄物川河口［140.0620E 39.6876N 5m］ 
上 ノ 台［140.2051E 39.6259N 80m］ 高 尾 山
［140.1928E 39.5476N 280m］
由利本荘市：御嶽神社［140.0622E 39.5812N 
60m］ 東 光 山［140.1598E 39.4106N 550m］ 
新 山 公 園［140.0459E 39.4041N 120m］ 水
林［140.0243E 39.3711N 70m］ 駒 の 王 子
［140.0696E 39.1614N 830m］鳥海山矢島口標
高 870m［140.0760E 39.1589N 870m］猿倉袖川
［140.1392E 39.1377N 360m］ 布 沢［140.1207E 
39.1274N 660m］翁畑［140.1570E 39.1258N 
390m］法体の滝［140.1560E 39.1083N 430m］
玉田渓谷［140.1639E 39.1075N 490m］下玉田
川［140.1440E 39.1046N 470m］

にかほ市：院内［139.9745E 39.2750N 100m］ 冬
師［140.0263E 39.2014N 400m］ 仁 賀 保 高 原
［140.0018E 39.1994N 460m］中島台［140.0245E 
39.1712N 470m］ 川袋［139.9065E 39.1518N 
50m］ 白雪川標高 810m［140.0574E 39.1493N 
810m］ 鉾 立 の 下 標 高 1050m［139.9873E 
39.1237N 1050m］ 鉾立［139.9900E 39.1215N 
1140m］

仙北市：玉川温泉［140.7183E 39.9616N 730m］ 
八 幡 平 標 高 1560m［140.8458E 39.9568N 
1560m］ 黒石林道 11km［140.7773E 39.9381N 
820m］ 戸瀬［140.6925E 39.8958N 420m］ 湯
ノ又沢［140.7353E 39.8975N 570m］ 小和瀬川
［140.7348E 39.8630N 470m］ 小和瀬［140.6848E 
39.8584N 410m］湯淵［140.6369E 39.8646N 
400m］玉川［140.6367E 39.8300N 400m］高野

［140.7258E 39.7449N 280m］ 春 山［140.6895E 
39.7404N 250m］田子の木［140.6756E 39.7021N 
250m］ 潟 尻［140.6289E 39.7186N 260m］ 刺
巻［140.6848E 39.6628N 200m］ 部 名 垂 沢
［140.7266E 39.6385N 190m］上花園［140.5956E 
39.5935N 65m］

大 仙 市： 北 野 目［140.3579E 39.5498N 15m］ 
皆 別 当［140.3651E 39.5297N 15m］ 真 木
渓谷［140.6882E 39.5359N 270m］南ノ又沢
［140.6918E 39.4890N 450m］
美郷町：北真昼大又沢［140.6553E 39.4720N 
220m］向沢［140.6580E 39.4367N 300m］

湯沢市：上ノ宿［140.4804E 39.1301N 90m］湯
ノ沢温泉［140.4080E 39.0257N 310m］木地
山［140.6444E 39.0073N 530m］山葵沢標高
850m［140.5689E 38.9820N 850m］小安大湯
［140.6935E 38.9787N 390m］笹根［140.5547E 
38.9266N 450m］役内［140.5619E 38.9156N 
470m］真名子［140.5635E 38.8984N 540m］

東成瀬村：明通沢［140.7265E 39.1245N 300m］

３．採集データ

　採集地，採集日，個体数，採集者の順に記した．
採集者は略記したが，Tak：高橋雅彌，Tan：田中
政行，S：佐々木明夫，U：梅津一史である．
　種の配列，学名，和名は広渡（2013）に従った．

Nematopogon dorsigutellus （Erschoff, 1877）
 アトボシウスキヒゲナガ
　 大湯小又沢 27 May 1976 3 ♂ Tak, 非瀬沢 14 

May 1977 1 ♂ Tak, 高尾山 21 Jun. 1994 1 ♂ U
Nematopogon distinctus Yasuda, 1957
 ウスキヒゲナガ
　 大湯小又沢 27 May 1976 1 ♀ Tak, 戸賀塩浜 7 

May 2000 1 ♂ U, 上ノ台 4 May 1985 1 ♂ S, 小
泉潟公園 11 May 2010 1 ♂ U, 院内 9 May 2011 
1 ♂ U, 田子の木 30 May 2001 1 ♂ Tan

Adela reaumurella （Linnaeus, 1758）
 ミドリヒゲナガ
　 丹瀬沢 5 May 1998 1 ♂ U, 湯の里林道 15 May 
2000 1 ♀ U, 大滝山 15 May 1996 1 ♀ U, 御嶽神
社 15 May 2004 1 ♀ U, 新山公園 4 May 1978 1



−5−

秋田県のヒゲナガガ科（鱗翅目）

♂ S, 東光山 17 May 1992 1 ♂ U
  　協和町古種沢北（佐々木，2005）の報告がある．
Adela praepilosa Hirowatari, 1997
 ケブカヒゲナガ
　 大滝山 2 May 1998 1 ♂ U, 布沢 7 Jun. 2009 3 ♂ 

U, 下玉田川 9 May 2009 2 ♂ U, 小和瀬 20 May 
1995 1 ♂ 1 ♀ U, 小和瀬川 27 May 2012 2 ♂ 6
♀ U, 春山 15 May 2001 1 ♂ Tan, 部名垂沢 6 
May 2002 1 ♂ U, 真木渓谷 29 May 1992 1 ♀ U, 
南ノ又沢 15 May 1999 1 ♀

　 　ヤマモミジの花に来ているものを採集するこ
とが多い．梢の上で数個体が集団で飛んでいる
ことがある．

Adela luteocilis Hirowatari, 1997
 アトキケブカヒゲナガ
　 北真昼大又沢 11 May 1998 2 ♀ U, 向沢 8 May 
2004 1 ♀ U, 真木渓谷 15 May 1999 4 ♂ 2 ♀ U

　 　かつて A. nobilisケブカヒゲナガとされてい
た種は，A. nobilisとは別種であり，さらに３
種が含まれていることが Hirowatari（1997）に
よって明らかにされた．本種が記載された際に
示された産地は関東より西だけであったが，今
回東北地方から初めて記録されることになる．
東北地方の他の県にも産すると思われるが，比
較的新しく記載された種であるためこれまで
記録されていなかったのであろう．前種と本種
は，♂では触角の長さの違いで確実に区別でき
るが，♀では後翅の縁毛の色彩によらねばなら
ず，状態の悪い標本では外見による区別が難し
い場合がある．上記の採集例は，いずれもヤマ
モミジの花のスウィーピングで得られたもので
ある．

Nemophora raddei （Rebel, 1901）
 ゴマフヒゲナガ
　 松栄 18 May 1996 1 ♀ U, 小泉潟公園 28 Apr. 
1997 1 ♂ U, 藤倉 20 Apr. 2009 4 ♂ U, 戸瀬 18 
May 2003 1 ♀ U, 北野目 20 Apr. 2009 3 ♂ U, 皆
別当 20 Apr. 1998 2 ♂ S

　 　協和町泉沢溜池（佐々木，2005）の記録がある．
川沿いのヤナギ類が開花し始めた頃に，その梢
上で数個体から 10 個体程度が集団で飛んでい
る．

Nemophora umbripennis Stringer, 1930
 キオビクロヒゲナガ
　 仁賀保高原 22 May 2010 1 ♀ U, 法体の滝 7 Jun. 
2010 1 ♂ U, 布沢 7 Jun. 2009 1 ♂ U, 布沢 22 
Jun. 2009 1 ♀ U

　 　夜明島渓谷（佐々木，1996），玉川戸瀬（梅津，
2001）の記録があるが，標本を再確認したとこ
ろ，いずれもホソオビヒゲナガを誤同定したも
のであった．鳥海山麓の３カ所で採集したのみ
で，多くないようだ．布沢ではヤマモミジの花
に来ていた．

Nemophora askoldella （Millière, 1879）
 ギンヒゲナガ
　冬師 14 Aug. 2004 5 ♂ 6 ♀ U
　 　冬師からはすでに記録されている（梅津・田
中，1998）が，この個体は，灯火に飛来したも
のであった．冬師では日中にススキ草原をス
ウィーピングすると，♂♀ともに採集される．
日没時に，ススキや低木の葉先や枝先など上に
突出したところの上で，数個体の♂が集団で飛
んでいる．
　 　冬師は鳥海山北麓の広大なススキ草原と湿原
が混じる環境で，草原性や湿地性の希少な蛾類
が産する場所である．奥（2003）は，“北上山
地のススキ草原に発生していたが，採草地の多
くが放棄された近年は採集例がない”と述べて
いる．本種はススキ草原に依存し生息地が減少
している種であると考えられる．

Nemophora aurifera （Butler, 1881）
 ホソオビヒゲナガ
　 広森川出合 4 Jul. 1992 1 ♀ U, 非瀬沢 12 Jun. 
2009 1 ♀ S, 夜明島 29 Jun. 1996 1 ♂ S, 萩形 19 
Jun. 1997 1♀ U, 水沢川上流 11 Jul. 1998 2♀ U, 
沼田 22 Jun. 2006 2 ♂ Tan, 小友沼 28 Jun. 2004 
1 ♀ Tan, 入道崎の南 3.5km 27 May 2007 1 ♂ 
U, 戸賀塩浜 31 May 2005 1 ♂ U, 大滝山 13 Jun. 
1999 1 ♂ U, 仁別砥沢 12 Jun. 1983 1 ♀ S, 山内 
5 Jul. 2000 1 ♀ U, 外旭川 29 Jun. 2002 1 ♂ Tan, 
雄物川河口 1 Jun. 2002 1 ♂ U, 上ノ台 26 Jun. 
1978 1 ♀ S, 高尾山 29 Jun. 1995 1 ♀ U, 猿倉袖
川 22 Jun. 2009 1 ♀ U, 院内 11 Jun. 2012 1 ♀ U, 
川袋 6 Jun. 2005 1 ♀ U, 鉾立の下標高 1050m 8 
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Jun. 2012 1 ♂ U, 黒石林道 11km 7 Jul. 2001 1
♂ U, 戸瀬 4 Jul. 1998 3 ♀ U, 戸瀬 3 Jul. 1999 1
♂ U, 戸瀬 7 Jul. 1999 3 ♂ U, 戸瀬 25 Jun. 2005 
1 ♂ S, 潟尻 21 Jun. 2001 1 ♂ Tan, 春山 21 Jun. 
2001 1 ♂ 1♀ Tan, 部名垂沢 27 Jun. 1999 2 ♀ U, 
上花園 22 Jun. 2001 1 ♂ Tan, 上ノ宿 7 Jun. 2005 
1 ♂ Tan, 役内 21 Jun. 2000 1 ♀ Tan, 明通沢 28 
Jun. 2000 1 ♂ Tan

　 　協和町朝日又林道口（佐々木，2005）の
記録がある．夜明島と戸瀬の記録は，N. 
umbripennisキオビクロヒゲナガとして報告さ
れたものであるが本種の誤同定であった．県内
では最も目撃する機会が多い種で，海岸近くか
らブナ帯上部まで広く分布する．

Nemophora paradisea （Butler, 1881）
 ヒロオビヒゲナガ
　 岩見ダム 18 Aug. 1992 1 ♀ U, 水林 4 Aug. 2010 
10 ♂ 1 ♀ U
　 　岩見ダムの個体は灯火に飛来したものであ
る．水林では日没時に♂が飛んでいたが明らか
な集団にはなっていなかった．

Nemophora rubrofascia （Christoph, 1882）
 ベニオビヒゲナガ
　 非瀬沢 19 Jun. 1977 1 ♂ Tak, 鳥海山矢島口標
高 870m 8 Jul. 2001 1 ♂ U, 黒石林道 11km 7 Jul. 
2001 6 ♂ 1 ♀ U, 小安大湯 23 Jun. 2007 1 ♂ U
　 　小安大湯の個体は，日中トリアシショウマの
花で吸蜜していたものである．黒石林道では，
日没時に 10 個体あまりの♂が高さ３～４ｍの
ホオノキの若木の上で集団で飛んでいた．

Nemophora trimetrella Stringer, 1930
 ホソフタオビヒゲナガ
　 後生掛 8 Jun. 2012 1 ♀ U, 福士川 25 Jun. 2002 1
♂ Tan, 滝ノ沢峠 29 Jun. 2009 1 ♀ U, 金足鳰崎 
6 Jun. 1994 1 ♂ U, 小泉潟公園 12 Jun. 2006 1 ♂ 
U, 小泉潟公園 9 Jun. 2012 1 ♂ U, 堂ヶ下 8 Jun. 
2009 1 ♂ U, 院内 11 Jun. 2012 2 ♀ U, 中島台 18 
Jun. 2012 1 ♀ U, 戸瀬 8 Jun. 2002 1 ♀ U, 田子
の木 22 Jun. 2001 1 ♀ Tan, 春山 21 Jun. 2001 1
♀ Tan, 笹根 12 Jun. 1997 1 ♀ Tan

　 　協和町小牧森（佐々木，2005）の記録がある．
日中単独で飛んでいるものを採集することが多

いが，院内では灯火に複数の♀が飛来した．
Nemophora bifasciatella Issiki, 1930
 キオビコヒゲナガ
　 甲岳台 30 Jul. 2012 1 ♀ U, 志張温泉 26 Jul. 2013 
1 ♀ U, 徳兵衛平 12 Aug. 2013 1 ♂ U, 西ノ又 
21 Jul. 2009 4 ♂ 2 ♀ U, 下玉田川 24 Jul. 2009 3
♂ U, 玉田渓谷 21 Jul. 2008 5 ♂ U, 駒の王子 1 
Aug. 2011 1 ♂ U, 小和瀬川 25 Jul. 2005 6 ♂ 3
♀ U, 戸瀬 17 Jul. 2012 1 ♂ U
　 　ブナ帯の沢沿いに多い．日中に数個体程度の
集団で飛んでいるが，曇天時や夕刻にはより多
数からなる集団を見ることがある．

Nemophora sylvatica Hirowatari, 1995
 ミヤマコヒゲナガ
　 白雪川標高 810m 10 Aug. 2012 2 ♂ U, 玉田渓谷 
21 Jul. 2008 1 ♂ U, 小和瀬 3 Aug. 2013 1 ♀ U
　 　白雪川では，エゾニュウの花に飛来していた．
小和瀬の個体は灯火に飛来したもの．

Nemophora karafutonis moriokensis（Okano, 1957）
 カラフトヒゲナガ
　老沢 25 Jun. 2002 1 ♂ Tan
Nemophora ochsenheimerella （Hübner, 1813）
 ツマモンヒゲナガ
　 蒸ノ湯ブナ森 16 Jul. 2008 1 ♀ U, 蒸ノ湯ブナ森 
8 Jul. 2012 7 ♂ 2 ♀ U
　 　八幡平標高 1560mでの記録がある（高橋・梅
津，2011）．八幡平の標高 1200m以上でのみ採
集している．岩手県でも高山・亜高山で採集さ
れている．一方宮城県では，丘陵地で採集され
ている．本種は，ヨーロッパでは幼虫が Abies 
alba を食べることが知られているが，東北地方
の本種の分布は，Abiesの分布によって決定さ
れていると考えられる．

Nemophora amatella （Staudinger, 1892）
 オオヒゲナガ
　居熊井沢 25 Jun. 2011 1 ♂ U
Nemophora sapporensis （Matsumura, 1931）
 サッポロヒゲナガ
　 御鼻部山 29 Jun. 2009 2 ♂ U, 鎌柄沢 24 Jun. 
2002 1 ♀ Tan, 金右衛門沼 15 Jun. 2009 1 ♂ U, 
後生掛 20 Jun. 2011 1 ♂ U, 竜ヶ森 10 Jun. 2012 
1 ♂ U, 水沢川上流 31 May 1998 1 ♂ U, 入道崎 
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3 May 2001 1 ♂ U, 戸賀塩浜 9 May 2007 1 ♂ U, 
丸森の西 26 May 2012 1 ♂ 1 ♀ U, 湯の里林道 
15 May 2000 1 ♂ U, 大滝山 2 May 1998 1 ♂ U, 
高尾山 20 May 1990 1 ♂ S, 高尾山 21 Jun. 1994 
1 ♂ U, 高尾山 16 May 1998 2 ♂ S, 駒の王子 26 
May 2002 1 ♂ U, 翁畑 7 Jun. 2009 1 ♂ U, 法体
の滝 9 Jun. 2008 1 ♀ U, 中島台 10 Jun. 2009 1
♀ U, 鉾立 4 Jul. 2002 1 ♂ U, 鉾立の南 1km 24 
Jun. 2013 1 ♂ U, 玉川 6 Jun. 1995 1 ♂ Tan, 湯淵 
7 Jun. 1995 2 ♂ Tan, 田子の木 30 May 2001 1 ♂ 
Tan, 刺巻 27 May 2012 1 ♂ U, 部名垂沢 27 Jun. 
1999 1 ♀ U, 山葵沢標高 850m 20 Jun. 2009 2 ♂ 
U, 小安大湯 8 Jun. 2011 1 ♂ U

　 　N. montanaヤマキヒゲナガとされていた種で
あるが，広渡（2013）により本種のシノニムと
された．県内では海岸近くからブナ帯上部まで
見られる．同程度の標高では，次種よりやや早
く成虫が出現する．日中単独で飛んでおり，群
飛は見たことがない．

　 　奥（2003）は，岩手県内の本種について，
“奥羽山脈の montanaに該当する成虫は頭毛が
黒色，前翅外縁域の黄斑は狭く，後方が薄れる．
北上山地は頭毛が灰黄色，前翅外黄斑は完全，
やや鋸歯状に外へ広がる．”と述べている．秋田
県内の本種では，頭部の毛は黒色（図 20）であ
るが，後頭部に黄色毛を持つ個体（図 21）も見
られる．上記の 30 個体のうち７個体に黄色毛
が見られたが，産地は県の三方の山地に点々と
散らばり，地域的な傾向は不明（図 22）．前翅
外黄斑は，後方が薄れる傾向が一般的で，完全
なものもあるが外方に広がる個体はなかった．

Nemophora staudingerella （Christoph, 1881）
 ウスベニヒゲナガ
　 非瀬沢 24 Jun. 2012 1 ♀ U, 金右衛門沼 5 Jul. 
1988 1 ♂ S, 蒸ノ湯ブナ森 8 Jul. 2012 1 ♂ U, 夜
明島 29 Jun. 1996 1 ♀ S, 大川岱 23 Jun. 1984 1
♀ S, 釣瓶落峠 26 Jun. 2011 1 ♀ U, 湯の里林道 
3 Jun. 2000 1 ♀ U, 山内 5 Jul. 2000 1 ♂ U, 仁別
砥沢 12 Jun. 1983 1 ♀ S, 鶴木台 28 May 2012 2
♂ U, 河辺大又沢 8 Jun. 1999 2 ♂ 2 ♀ U, 翁畑 
9 Jun. 2008 1 ♂ U, 鉾立 4 Jul. 2002 1 ♀ U, 鉾立 
24 Jun. 2013 1 ♂ U, 玉川温泉 8 Jul. 1999 1 ♀ U, 

黒石林道 11km 7 Jul. 2001 1 ♀ U, 湯ノ又沢 19 
Jun. 2006 1 ♂ Tan, 戸瀬 8 Jun. 2002 2 ♀ U, 戸瀬 
14 Jun. 2013 1 ♀ U, 高野 1 Jul. 1983 1 ♀ S, 湯ノ
沢温泉 28 Jun. 1984 1 ♀ S, 真名子 30 Jun. 1997 
1 ♀ Tan, 真名子 24 Aug. 2000 1 ♀ Tan, 役内 25 
Jun. 1997 1 ♂ Tan, 笹根 16 Jun. 2000 1 ♀ Tan, 
小安大湯 2 Jul. 2007 1 ♀ U, 木地山 20 Jun. 2009 
1 ♂ U
　 　田沢湖町戸瀬戸瀬（梅津，2001），協和町朝
日又林道口（佐々木，2005）の記録がある．海
岸近くから亜高山まで普通に見られる．夕刻数
個体が集団で飛んでいるのを見たことがある．
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図 1-15.成虫全体写真．各写真の実線は 10mmを示す．　1. Nematopogon dorsigutellus（Erschoff, 1877）アトボシ
ウスキヒゲナガ♂　2. N. distinctus Yasuda, 1957 ウスキヒゲナガ♂　3. Adela reaumurella（Linnaeus, 1758）ミドリ
ヒゲナガ♂　4. A. praepilosa Hirowatari, 1997 ケブカヒゲナガ♂　5. A. luteocilis Hirowatari, 1997 アトキケブカヒ
ゲナガ♂　6. Nemophora raddei（Rebel, 1901）ゴマフヒゲナガ♂　7. N. umbripennis Stringer, 1930 キオビクロヒゲ
ナガ♀　8. N. askoldella（Millière, 1879）ギンヒゲナガ♂　9. N. aurifera（Butler, 1881）ホソオビヒゲナガ♂　10. 
N. paradisea（Butler, 1881）ヒ ロオビヒゲナガ♀　11. N. rubrofascia（Christoph, 1882）ベニオビヒゲナガ♂　12. 
N. trimetrella Stringer, 1930  ホソフタオビヒゲナガ♂　13. N. bifasciatella Issiki, 1930  キオビコヒゲナガ♂　14. N. 
sylvatica Hirowatari, 1995  ミヤマコヒゲナガ♂　15. N. karafutonis moriokensis（Okano, 1957）  カラフトヒゲナガ♂
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図 16-19.成虫全体写真．各写真の実線は 10mmを示す．16. Nemophora ochsenheimerella（Hübner, 1813）  ツマモン
ヒゲナガ♂　17. N. amatella（Staudinger, 1892）  オオヒゲナガ♂　18. N. sapporensis（Matsumura, 1931）  サッポロ
ヒゲナガ♂　19. N. staudingerella（Christoph, 1881）  ウスベニヒゲナガ♂  
図 20-21. N. sapporensis（Matsumura, 1931）  サッポロヒゲナガ頭部拡大写真　20.  黒色毛のみの個体　21. 黄色毛が
ある個体
図 22. 黒色毛のみの個体（●）と黄色毛のある個体（○）の産地
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